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●
平
成

年
５
月

災
害
時

１８

相
互
応
援
協
定
を
締
結

●
平
成

年
４
月

安
城
市

１９

民
保
養
事
業
の
対
象
地
区
に

砺
波
市
を
指
定

●
同
年

月

デ
ン
パ
ー
ク

１１

で
砺
波
市
物
産
展
を
開
催

●
平
成

年
３
月

市
制

２０

５５

周
年
安
城
市
産
業
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
砺
波
市
が
参
加

●
平
成

年
４
月

デ
ン
パ

２１

ー
ク
で
砺
波
市
観
光
展
を
開

催
。
ま
た
、
と
な
み
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
に
安
城
市
少

年
少
女
合
唱
団
が
参
加

●
同
年
８
月

砺
波
市
使
節

団
が
安
城
七
夕
ま
つ
り
に
参

加●
同
年
９
月

２
０
０
９
と

な
み
産
業
パ
ワ
ー
博
に
安
城

市
が
参
加

●
平
成

年
８
月

庄
川
水

２２

ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
安
城

七
夕
ま
つ
り
に
参
加

●
平
成

年
５
月

市
民
交

２３

流
協
定
を
締
結

砺波市の上田信雅市長（右）と神谷学市長が協定書を交わし、
その後、お互いの伝統工芸品を贈りました
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七
夕
ま
つ
り
に
も
登
場

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
以

降
、
砺
波
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

図
っ
て
き
ま
し
た
（
前
頁
年
表
参
照
）。

特
に
、
安
城

七
夕
ま
つ
り

に
は
、
砺
波

市
民
が
平
成

年
か
ら
参

２１加
。
昨
年
は

七
夕
会
場
で
、

砺
波
市
水
ま

つ
り
行
事
の

一
つ
「
流
木
乗
り
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
交
流
協
定
へ

こ
れ
ら
相
互
交
流
が
深
ま
る
中
で
、

安
城
市
と
砺
波
市
が
、
よ
り
一
層
の

交
流
を
図
れ
る
よ
う
結
ん
だ
の
が
、

今
回
の
市
民
交
流
協
定
で
す
。

●
協
力
事
項

暫
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
市
民
交

流
の
促
進
に
関
す
る
こ
と

暫
観
光
振
興
施
策
の
推
進
に
関
す
る

こ
と

暫
広
報
活
動
な
ど
相
互
の
Ｐ
Ｒ
の
推

進
に
関
す
る
こ
と

暫
地
域
資
源
の
相
互
活
用
な
ど
に
関

す
る
こ
と

暫
そ
の
他
、
両
市
が
協
議
し
て
必
要

と
認
め
る
事
項

５
月
１
日
、
安
城
市
は
、
富
山
県

砺
波
市
と
「
市
民
交
流
協
定
」
を
締
結

と

な
み

し
ま
し
た
。
安
城
・
砺
波
両
市
民
の

相
互
交
流
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
文
化
の
振
興
を
図
る
目
的

が
あ
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
防
災

平
成

年
５
月
、
安
城
市
は
砺
波

１８

市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、
災

害
発
生
時
、
単
独
で
は
被
災
者
の
救

護
な
ど
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
、

お
互
い
に
応
援
し
合
う
こ
と
に
つ
い

て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
応
援
の
種
類

暫
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
防
疫
、

施
設
の
応
急
復
旧
な
ど
に
必
要
な

物
資
、
機
材
お
よ
び
車
両
の
提
供

暫
食
料
、
飲
料
水
そ
の
他
生
活
必
需

品
な
ど
の
物
資
と
、
そ
れ
ら
を
提

供
す
る
た
め
に
必
要
な
機
材
お
よ

び
車
両
の
提
供

暫
被
災
者
を
一
時
収
容
す
る
た
め
に

必
要
な
施
設
の
提
供

暫
こ
の
協
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
応

援
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

暫
災
害
救
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ

せ
ん

暫
こ
の
ほ
か
、
特
に
要
請
の
あ
っ
た

事
項

■
砺
波
は
安
城
市
民
保
養
事
業
対

象
地
区

安
城
市
民
保
養
事
業
と
は
、
市

民
の
保
養
を
目
的
と
し
た
補
助
制

度
。
旅
行
の
宿
泊
代
金
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。
砺
波
市
も
事
業
の

対
象
地
区
。
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
、
砺
波
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
本
紙
４
月
１
日
号
を
ご

覧
に
な
る
か
、
商
工
課
（
緯
〈

〉
７１

２
２
３
５
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
砺
波
市
と
交
流
す
る
団
体
を
支

援●
対
象

市
内
在
住
者
５
人
以
上

で
構
成
し
、
市
内
で
活
動
す
る
団

体（
規
約
を
有
す
る
こ
と
）

●
対
象
事
業

砺
波
市
が
主
催
・

共
催
す
る
交
流
企
画
な
ど
に
参
加

す
る
も
の

●
補
助
額

交
通
費
・
運
送
費
な

ど
の
経
費
の
半
額（
上
限

万
円
）

１０

●
申
し
込
み

６
月

日
昭
ま
で

３０

（
松
掌
を
除
く
）に
、
団
体
名
、
会

員
名
簿
、
活
動
内
容
の
分
か
る
も

の
、
交
流
事
業
の
計
画
書
、
予
算

書（
様
式
は
自
由
）を
持
っ
て
市
民

協
働
課（
緯〈

〉２
２
１
８
）へ

７１

砺
波
へ
行
こ
う

■
砺
波
は
こ
こ

砺
波
市
は
、
富
山
県
西
部
に
位

置
。
安
城
市
か
ら
は
、
車
で
東
海

北
陸
道
を
利
用
す
れ
ば
約
３
時
間

で
到
着
し
ま
す
。

■問諮秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）



特
産
品
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
染
め
の
ほ
か
、
庄
川

挽
物
木
地
、
庄
川
ゆ
ず
、
種
も
み
、

ひ
き
も
の
き

じ

大
門
素
麺
、
地
酒
、
鮎
、
ふ
く
福
柿

お
お
か
ど
そ
う
め
ん

な
ど
豊
富
で
す
。

砺
波
市
で
は
、
北
陸
最
大
級
の
花

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
と
な
み
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」を
は
じ
め
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
ま
つ
り
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
６
月
は
、
４
日
松
・
５

日
掌
に
庄
川
観
光
祭
、

日
晶
・

１０

１１

日
松
に
は
と
な
み
夜
高
ま
つ
り
、
２４

日
晶
～
７
月
３
日
掌
に
は
頼
成
の
森

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
と
、
多
く
の
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
に

は
庄
川
水
ま
つ
り
、

月
に
は
と
な

１０

み
夢
の
平
コ
ス
モ
ス
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
。

砺
波
市
へ
は
、
車
で
は
、
東
海
環

状
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
道
、
北
陸

道
を
通
っ
て
砺
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
下
車
し
て
く
だ
さ
い
。
所
要
時

間
は
約
３
時
間
で
す
。
ま
た
、
鉄
道

で
は
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
か
ら
特
急
で

高
岡
駅
へ
。
城
端
線
に
乗
り
換
え
、

砺
波
駅
で
下
車
し
て
く
だ
さ
い
。
所

要
時
間
は
約
３
時
間

分
で
す
。

２０

安
城
市
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
砺
波

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

砺
波
市
の
プ
リ
ン
セ
ス
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

砺
波
市
は
、
富
山
県
内
有
数
の
長

流
で
あ
る
庄
川
が
貫
流
す
る
県
西
部

の
扇
状
地
、
砺
波
平
野
に
あ
り
ま
す
。

市
東
南
部
に
は
、
標
高
約

～
１
０

３００

０
０
杓
の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根

生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
農
村

の
原
風
景
と
い
わ
れ
る
、
散
居
村
の

景
観
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四

季
折
々
の
峡
谷
美
が
目
を
楽
し
ま
せ
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
地
よ
く
響
く
庄

川
峡
や
、
峡
谷
沿
い
に
湧
く
庄
川
温

泉
郷
が
あ
り
ま
す
。
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陰

◆
写
真
の
説
明

①
糸
散
居
村
。
厳
し
い
風
雪
や
日

差
し
か
ら
守
る
屋
敷
林
に
囲
ま
れ

た
家
が
点
在
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
光
景
で
す
。

②
糸
と
な
み
夜
高
祭
り
。
大
正
年

代
よ
り
豊
年
万
作
を
祈
る
田
祭
り

行
事
と
し
て
毎
年
６
月
に
開
催
。

大
小
合
わ
せ
て
約

本
の
夜
高
行

２０

燈
が
絢
爛
豪
華
さ
を
競
い
ま
す
。

け
ん
ら
ん
ご
う
か

③
糸
庄
川
。
富
山
県
内
有
数
の
長

流
。
庄
川
水
記
念
公
園
が
あ
り
、

８
月
第
１
松
掌
に
は
、
庄
川
水
ま

つ
り
を
開
催
。
本
紙
４
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
た
、
流
木
乗
り
選
手
権
大

会
は
、
こ
の
ま
つ
り
の
一
大
行
事

で
す
。

④
⑤
糸
砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

に
咲
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
４
月
下

旬
～
５
月
上
旬
の
と
な
み
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
で
は
、

品
種
、

５００

万
本
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

１００

広報あんじょう 2011.6.1蚊

陰隠

右 吋

韻

■問諮秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）


